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も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

　
　

―

「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
及
び

　
　
　
　
　
　
　
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
書
名
改
刻
を
め
ぐ
っ
て―



も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

一
二
五

は
じ
め
に

　

先
に
拙
稿
「『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學

會
報
』
第
六
三
集
、
二
〇
一
一
年
。
以
下
「
歬
論
」
と
稱
す（

１
））
に
お
い
て
、
甲
本
・
乙
本
・

丙
本
の
三
版
が
知
ら
れ
て
い
た
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』
各
種
の
關
係
を
檢

討
し
、
廣
島
縣
に
二
本
が
現
存
す
る
の
み
の
丙
本
こ
そ
が
、
萬
曆
（
一
五
七
三
～

一
六
二
〇
）
三
十
年
代
の
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
初
刻
本
の
版
木
に
よ

る
遞
修
本
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
。
現
存
の
丙
本
二
本
は
い
ず
れ
も
李
卓

吾
の
名
が
ほ
ぼ
全
て
版
木
か
ら
削
り
取
ら
れ
た
狀
態
で
刷
ら
れ
て
い
る
の
で
、
初

刻
時
の
姿
と
區
別
す
る
た
め
に
、
そ
の
處
置
を
受
け
て
以
降
の
こ
の
版
木
に
よ
る

印
本
を
、
特
に
廣
島
丙
本
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。
甲
本
は
廣
島
丙
本
（
但
し
現
存

の
二
本
よ
り
も
刷
り
が
早
い
も
の
）
を
底
本
と
す
る
崇
禎
年
閒
の
飜
刻
本
で
、
乙
本

は
甲
本
の
變
則
的
な
覆
刻
本
で
あ
る
。
ま
た
、
歬
論
の
初
出
後
に
、
廣
島
丙
本
に

な
る
以
歬
の
丙
本
を
底
本
と
す
る
飜
刻
本
と
思
し
き
新
た
な
版
本
の
後
修
本
（
存

一
卷
）
を
、
潘
建
國
氏
が
パ
リ
國
立
圖
書
館
で
發
見
さ
れ
た
（
㊟
１
博
論
一
二
三
頁

參
照
）。
㊟
１
博
論
で
は
こ
れ
を
第
四
の
李
卓
吾
評
本
と
認
め
て
丁
本
と
呼
稱
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
の
で
、
本
論
で
は
そ
の
呼
稱
を
用
い
る
。

歬
論
で
扱
っ
た『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』各
種
は
百
回
本
の
章
回
小
說『
西

遊
記
』
の
一
系
統
を
な
す
も
の
だ
が
、
朙
代
に
刊
行
さ
れ
た
西
天
取
經
故
事
を
扱

う
作
品
は
、
百
回
本
の
章
回
小
說
ば
か
り
で
は
な
い
。
回
數
を
朙
示
し
な
い
分
則

本
形
式
の
章
回
小
說
と
し
て
全
四
十
則
の
陽
至
和
編
本
や
全
六
十
七
則
の
朱
鼎
臣

編
本
が
あ
る
ほ
か
、
章
回
小
說
と
は
內
容
を
大
き
く
異
に
す
る
六
卷
二
十
四
齣
の

長
篇
雜
劇
も
一
本
だ
け
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
が
宮
內
廳
書
陵
部
藏
「
傳
奇
四
十

種
」
に
收
め
る
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
六
卷
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
末
朞

に
鹽
谷
溫
氏
の
主
導
で
各
地
の
小
說
・
戲
曲
刊
本
が
調
査
さ
れ
た
際
に
見
出
さ
れ

た
も
の
で
、
一
部
の
曲
辭
が
戲
曲
の
選
集
に
引
か
れ
る
の
が
知
ら
れ
る
の
み
だ
っ

た
西
天
取
經
故
事
の
雜
劇
作
品
が
完
全
な
形
で
發
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
當

初
か
ら
大
い
に
㊟
目
さ
れ
た
。
鹽
谷
氏
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
か
ら
三
年
に

か
け
て
『
斯
文
』
誌
上
に
句
讀
﨤
點
を
加
え
た
飜
刻
を
連
載
し
た
後
、
そ
れ
に
卷

首
・
大
尾
及
び
插
畫
全
點
の
影
印
を
附
し
た
鉛
印
本
『
襍
劇
西
游
記
』（
斯
文
會
、

一
九
二
八
年
）
を
刊
行
し
て
い
る（
２
）。

　

こ
の
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
は
、「
萬
曆
甲
寅
歲
（
四
十
二
年
、一
六
一
四
）

孟
秋

日
彌
伽
弟
子
書
於
紫
芝
室
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
「
西
游
記
小
引
」
と
、

「
勾
呉
蘊
空
居
士
書
於
宙
合
齋
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
「
楊
東
來
先
生
批
評
西
游

も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

　
　

―

「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
及
び

　
　
　
　
　
　
　
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
書
名
改
刻
を
め
ぐ
っ
て―

�

上
原
究
一



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
二
六

や
は
り
埋
木
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
「
埋
木
」
が
、『
傳
奇
四
十
種
』
本
の
刊

行
の
際
に
な
さ
れ
た
の
か
、
或
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
四
十
種
に
と
り
そ
ろ
え
ら

れ
る
以
歬
に
な
さ
れ
て
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

圖
２
～
９
が
「
楊
東
來
」
の
名
が
見
え
る
全
て
の
箇
所
で
あ
る
が
、「
楊
東
來
」

の
三
文
字
は
、
他
の
字
よ
り
濃
か
っ
た
り
、
行
の
中
心
軸
か
ら
外
れ
て
い
た
り
、

隣
の
匡
郭
や
界
線
が
大
き
く
切
れ
て
い
た
り
で
、
確
か
に
い
ず
れ
も
不
自
然
な
形

だ
。
ま
た
、
卷
二
尾
題
（
圖
10
）
と
卷
四
首
題
（
圖
11
）
の
二
箇
所
で
は
、
評
者

名
の
入
る
べ
き
位
置
が
三
文
字
分
の
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
箇
所

も
元
々
刻
さ
れ
て
い
た
三
文
字
の
評
者
名
を
削
り
、
基
本
的
に
は
そ
こ
に
埋
木
に

よ
っ
て
「
楊
東
來
」
の
三
文
字
を
補
っ
た
が
、
右
の
二
箇
所
で
は
埋
木
を
施
し
忘

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
磯
部
氏
は
削
ら
れ
た
三
文
字
が
「
李
卓
吾
」
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
つ
つ
も
、
確
た
る
根
據
が
得
ら
れ
ず
斷
言
を
避
け
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
筆
者
は
歬
論
に
お
い
て
、「
李
卓
吾
先
生
批
評
」
を
謳
っ

た
複
數
の
小
說
刊
本
に
、「
李
卓
吾
」
の
名
が
削
ら
れ
た
後
修
本
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
し
て
み
れ
ば
、『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
も
元
の
書
名
は
『
李

卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
そ
う

だ
。
そ
こ
で
本
論
で
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
圖
り
た
い
。
ま
た
、
磯
部
氏
が
右
の

引
用
で
同
時
に
指
摘
し
て
い
る
「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
の
『
一
笠

批
評
玉

記
』

の
書
名
改
刻
の
問
題
に
つ
い
て
も
併
せ
て
檢
討
す
る
。

一
、「
傳
奇
四
十
種
」
全
體
の
構
成
に
つ
い
て

書
名
改
刻
の
問
題
を
檢
討
す
る
歬
に
、
宮
內
廳
書
陵
部
藏
「
傳
奇
四
十
種
」
全

體
の
構
成
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
朙
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）

に
當
時
の
宮
內
省
圖
書
寮
に
獻
納
さ
れ
た
德
山
藩
毛
利
家
舊
藏
書
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
の
中
核
を
な
す
第
三
代
藩
主
元
次
（
一
六
六
七
～
一
七
一
九
）
の
蒐
集
し
た

記
摠
論
」
と
を
冐
頭
に
持
ち
、
卷
一
首
葉
の
第
一
～
二
行
に
「
楊
東
來
先
生
批
評

西
游
記
卷
之
一
／
（
低
十
二
格
）
元　

吳
昌
齡　

撰
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

う
ち
「
元

吳
昌
齡　

撰
」
に
つ
い
て
は
夙
に
孫
楷
第
氏
が
、
吳
昌
齡
の
作
品
は

別
物
で
、
こ
の
長
篇
雜
劇
は
實
際
に
は
朙
初
の
楊
景
賢
（
楊
景
言
や
楊
景
夏
と
も
）

の
作
で
あ
る
こ
と
を
論
證
し（
３
）、
不
動
の
定
說
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
西
游
記

小
引
」
末
尾
の
署
名
の
う
ち
「
甲
寅
」
の
二
字
が
朙
ら
か
に
埋
木
に
よ
る
改
刻
で

あ
る
こ
と
が
太
田
辰
夫
氏（
４
）と
磯
部
彰
氏（
５
）に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
圖
１
が
該

當
箇
所
の
書
影
で
、
改
刻
の
痕
跡
は
な
る
ほ
ど
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
更
に
、
磯
部

氏
は
續
け
て
、
こ
の
版
本
の
書
名
に
つ
い
て
も
次
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
（
磯
部

㊟
５
書
三
三
四
頁
）。

楊
劇
西
游
記
は
、「
楊
東
來
先
生
批
評
」
と
銘
を
打
っ
て
あ
る
が
、そ
の
「
楊

東
來
」と
い
う
名
稱
も
埋
木
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、小
引
の「
甲
寅
」と
共
に
、

重
刊
の
際
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
萬
曆
當
時
、
□
□
□

先
生
批
評
と
銘
打
つ
こ
と
を
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
批
評
家
な
ど
で
第
一
人
者
は
「
李
卓
吾
」
先
生
で
あ
る

が
、
彼
は
萬
曆
中
朞
に
反
逆
の
罪
狀
で
官
の
取
締
り
を
う
け
る
に
至
っ
て
い

る
。
楊
劇
西
游
記
が
內
府
・
官
刻
本
の
系
譜
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
□

□
□
先
生
が
反
體
制
側
の
人
物
で
は
き
わ
め
て
不
都
合
で
あ
り
、
そ
の
名
稱

を
削
除
す
る
こ
と
が

ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
楊
東
來
の
名
稱
の
以

歬
は
、「
李
卓
吾
」と
刻
名
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る（『
戲
瑕
』

卷
三
「
贋
籍
」
の
李
卓
吾
批
點
小
說
類（
６
）。
磯
部
「
朙
末
に
お
け
る
『
西
遊
記
』
の
主

體
的
受
容
層
に
關
す
る
硏
究
」
參
照―

『
集
刊
東
洋
學
』
第
四
四
號
、一
九
八
〇
）

が
、決
め
手
に
缺
け
る
た
め
斷
言
は
差
し
控⃝
え
た
い
。
ま
た
、『
傳
奇
四
十
種
』

の
『
玉
簪
記
』
に
も
、「
一
笠

批
評
玉

記
」
と
記
す
部
分
と
「
徐
文
長

先
生
批
評
玉

記
」
と
記
す
部
分
が
あ
る
。
後
者
の
「
徐
文
長
」
三
文
字
は
、



も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

一
二
七

圖
１
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
小
引
末
尾
署
名

圖
２
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
摠
論
首
題

圖
３
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
目
錄
首
題

圖
４
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
一
首
題

圖
５
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
二
首
題

圖
６
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
三
首
題

圖
７
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
五
首
題

圖
８
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
六
首
題

圖
９
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
大
尾
蓮
牌
木
記

圖
10
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
二
尾
題

圖
11
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
四
首
題

圖
12
『
一
笠

批
評
玉

記
』
卷
上
目
錄
首
題

圖
13
『
一
笠

批
評
玉

記
』
卷
上
首
題

圖
14
『
一
笠

批
評
玉

記
』
卷
上
尾
題

圖
15
『
一
笠

批
評
玉

記
』
卷
下
目
錄
首
題

圖
16
『
一
笠

批
評
玉

記
』
卷
下
首
題

圖
17
『
一
笠

批
評
玉

記
』
卷
下
尾
題
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本
中
國
學
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第
六
十
九
集

一
二
八

ほ
ど
な
く
久
保
天
隨
氏
が
「
傳
奇
四
十
種
と
新
曲
十
種
」（『
斯
文
』
第
八
編
第
六

號
、一
九
二
六
年
）
で
、『
療
妬
羹
』
が
森
槐
南
舊
藏
の
淸
版
ら
し
き
『
粲
芲
齋
四
種
』

所
收
本
と
同
版
で
あ
る
こ
と
と
、
書
名
に
「
墨
憨
齋
」
を
冠
す
る
三
種
は
久
保
氏

所
藏
の
『
新
曲
十
種
』
所
收
本
と
同
版
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、「
要
す
る
に
、

傳
奇
四
十
種
は
、
六
十
種
曲
本
三
十
三
種
の
外
に
、
新
曲
十
種
本
三
種
、
粲
芲
齋

四
種
本
一
種
、
そ
の
他
の
朙
版
三
種
を
包
含
し
て
居
る
の
で
あ
る
」（
五
五
頁
）
と

結
論
付
け
た
上
で
、「
傳
奇
四
十
種
と
い
ふ
名
目
は
、
殆
ん
ど
聞
い
た
こ
と
さ
へ

な
く
、
曲
目
の
類
に
も
全
然
見
え
て
居
な
い
。
そ
こ
で
、
鄙
見
を
述
べ
る
と
、
こ

れ
は
、
元
と
六
十
種
曲
の
凢
そ
半
分
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
儘
で
は
、
直
に
端

本
た
る
こ
と
が
知
れ
て
、
面
白
く
な
い
と
い
ふ
の
で
、
わ
ざ
と
順
序
を
攪
亂
し
た

上
に
、
㊒
り
合
せ
の
似
つ
か
は
し
い
傳
奇
七
種
を
混
合
し
、
製
本
の
體
裁
を
揃
へ
、

勝
手
に
傳
奇
四
十
種
と
い
ふ
名
を
冠
し
、
さ
な
が
ら
、
完
全
な
る
一
大
叢
刻
の
如

く
見
せ
か
け
た
の
で
、
狡
獪
な
る
彼
土
の
書
肆
に
し
て
は
、
隨
分
遣
り

ね
ぬ
仕

草
で
あ
る
。
や
が
て
舶
載
の
後
、
書
賈
の
松
澤
老
泉
が
取
扱
っ
て
、
德
山
藩
の
毛

利
家
に
賣
り
込
ん
だ
關
係
上
、
彙
刻
書
目
外
集
に
も
麗
麗
し
く
記
入
し
た
の
で
あ

ら
う
」（
五
五
～
五
六
頁
）
と
の
推
測
を
示
し
た
。
ま
た
、『
新
曲
十
種
』
に
は
乾

隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
冬
鐫
と
あ
る
が
、
そ
の
歬
に
原
刊
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
未
詳
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

長
澤
氏
は
こ
れ
を
承
け
て
、
ま
ず
「
傳
奇
四
十
種
と
小
說
三
十
種
」（『
斯
文
』

第
八
編
第
七
號
、
一
九
二
六
年
）
に
お
い
て
、「
六
十
種
曲
本
三
十
三
種
に
七
種
を

配
し
た
も
の
が
渡
っ
て
來
た
こ
と
も
恐
ら
く
事
實
で
あ
ら
う
」（
五
一
頁
）
と
認
め

つ
つ
も
、
松
澤
老
泉
の
生
沒
年
（
一
七
六
九
～
一
八
二
二
）
と
、
寶
曆
十
一
年
に
は

德
山
毛
利
家
に
所
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
老
泉
が
德
山
毛
利
家
に
賣
っ
た
と

い
う
の
は
あ
り
得
な
い
と
指
摘
し
た
。
續
い
て
「
再
び
傳
奇
四
十
種
と
舶
載
書
目

と
の
關
係
に
つ
い
て
」（『
斯
文
』
第
八
編
第
八
號
、
一
九
二
六
年
）
で
は
、「
墨
憨
齋
」

も
の
の
一
つ
ら
し
く
、
寶
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
毛
利
元
次
序
を
持
つ
そ
の
藏

書
目
錄
た
る
抄
本
『
御
書
物
目
錄
』
に
「
傳
奇
四
十
種
十
帙
」
と
著
錄
さ
れ
て
い

る（
７
）。
ま
た
、
寶
曆
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
新
見
雅
宴
自
筆
抄
本
『
御
文
庫
唐
板

書
籍
考
』（
宮
內
廳
書
陵
部
藏
）
に
は
「
一
、
傳
奇
四
拾
種　

百
六
十
六　

八
十
册
」

と
見
え
る
。
現
在
で
は
帙
は
新
補
の
四
帙
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
分
册
は
寶
曆

十
一
年
の
著
錄
と
同
じ
八
十
册
で
、
四
十
種
の
戲
曲
が
各
々
二
册
ず
つ
に
裝
訂
さ

れ
て
い
る
。

鹽
谷
氏
の
調
査
時
に
と
も
に
閱
覽
し
た
と
い
う
長
澤
規
榘
也
氏
が
、「
續
梧
陰

淸
話
」（『
斯
文
』第
八
編
第
五
號
、一
九
二
六
年
）四
〇
頁
で
最
初
に
槪
要
を
紹
介
し
た
。

松
澤
老
泉
『
彙
刻
書
目
外
集
』
に
細
目
が
著
錄
さ
れ
る
「
傳
奇
四
十
種
」
な
る
叢

書
と
內
容
が
一
致
す
る
こ
と
、
四
十
種
の
う
ち
三
十
三
種
ま
で
が
朙
末
淸
初
の
毛

氏
汲
古
閣
刊
本
『
六
十
種
曲
』
の
早
印
本
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、「
此
本
德

山
藩
毛
利
家
の
獻
納
本
に
て
、
寶
曆
十
一
年
新
見
雅
宴
編
の
御
文
庫
唐
板
書
籍
考

（
宮
內
省
圖
書
寮
藏
、
寫
一
册
、
一
四
八
二
四
、
四
六
、
三
六
）
に
も
著
錄
あ
り
、
恐
ら

く
外
集
著
錄
の
本
も
是
に
し
て
、
異
版
も
合
せ
て
四
十
種
と
し
て
渡
來
せ
る
も
の

か
」
と
の
推
測
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
六
十
種
曲
』
以
外
の
七
種
に
つ
い
て
は
、

書
名
に
「
墨
憨
齋
」
を
冠
す
る
三
種
が
同
版
式
の
朙
版
で
あ
る
こ
と
、『
橘
浦
記

傳
奇
』
が
繪
入
り
の
萬
曆
頃
の
朙
版
初
印
本
で
特
に
美
し
い
こ
と
、
吳
門
寧
致
堂

梓
で
「
一
笠

批
評
」
と
も
「
徐
文
長
先
生
批
評
」
と
も
す
る
『
玉
簪
記
』
が
『
六

十
種
曲
』
所
收
本
と
は
異
版
で
あ
る
ば
か
り
か
本
文
に
も
異
同
が
あ
る
繪
入
り
の

朙
版
で
あ
る
こ
と
、
粲
芲
主
人
編
次
と
す
る
『
療
妬
羹
記
』
が
「
又
別
の
版
式
に

て
、
此
等
よ
り
は
劣
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
殘
る
『
西
遊
記
傳マ

奇マ

』

に
つ
い
て
は
「
吳
昌
齡
に
託
す
れ
ど
い
か
が
。
萬
曆
版
に
は
あ
れ
ど
版
式
最
も
古

し
。
已
に
亡
び
た
る
も
の
か
と
民
國
人
に
考
え
ら
れ
し
も
の
我
に
滅
び
ず
、
快
い

哉
」
と
述
べ
て
い
る
。



も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

一
二
九

し
て
同
時
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
だ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
傳
奇
四

十
種
」
の
料
紙
は
八
十
册
と
も
竹
紙
で
は
あ
る
が
、
仔
細
に
見
る
と
元
の
叢
書
ご

と
に
微
妙
に
紙
質
が
異
な
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
點
か
ら
も
同
時
の
印
と
は
看
做

し
難
い
。
よ
っ
て
、久
保
氏
と
長
澤
氏
が
揃
っ
て
推
測
し
た
通
り
、「
傳
奇
四
十
種
」

は
別
々
に
刷
ら
れ
た
複
數
の
叢
書
の
端
本
が
傳
來
過
程
で
寄
せ
集
め
ら
れ
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
若
干
の
單
行
本
も
加
え
て
、
き
り
の
良
い
數
に
整
え
ら
れ
た

も
の
に
相
違
あ
る
ま
い（
９
）。
現
在
は
八
十
册
と
も
同
質
の
淡
茶
色
表
紙
が
附
さ
れ
て

外
寸
も
揃
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
寄
せ
集
め
後
に
改
裝
と
裁
斷
が
行
わ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、「
傳
奇
四
十
種
」
な
る
も
の
は
、
德
山
毛
利
家
舊
藏
の
一
揃
い
し

か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
本
論
で
「
傳
奇
四
十
種
」
に
他
の
叢
書
と
同
じ
『　

』

で
は
な
く
「　

」
を
附
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
名
歬
の
叢
書
と
し
て
印
行

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
出
售
後
の
傳
來
過
程
で
取
り
揃
え
ら
れ
た
寄
せ
本
に
付
け

ら
れ
た
呼
稱
に
過
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
。

『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
と
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
書
名
改
刻
に
つ

い
て
、
磯
部
氏
は
「『
傳
奇
四
十
種
』
本
の
刊
行
の
際
に
な
さ
れ
た
の
か
、
或
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
四
十
種
に
と
り
そ
ろ
え
ら
れ
る
以
歬
に
な
さ
れ
て
い
た
か
は
判
然
と

し
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
が
、「
傳
奇
四
十
種
」
が
寄
せ
本
で
あ
る
以
上
、
歬
者

で
は
あ
り
得
な
い
。
但
し
、
あ
る
時
點
で
こ
の
二
種
の
版
木
が
同
じ
書
坊
の
手
に

あ
っ
て
同
時
に
改
刻
さ
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
は
一
應
殘
る
の
で
、
そ
の
點
は
本

論
の
最
後
で
檢
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
原
書
名

　

ま
ず
は
『
一
笠

批
評
玉

記
』
二
卷
の
書
名
改
刻
の
問
題
か
ら
見
て
行
こ
う
。

こ
の
本
の
目
錄
首
題
・
卷
首
題
・
卷
尾
題
の
全
て
は
圖
12
～
17
の
通
り
で
、
卷
下

を
冠
す
る
三
種
に
つ
い
て
、『
新
曲
十
種
』
本
は
「
傳
奇
四
十
種
」
本
と
同
版
な

が
ら
そ
れ
に
比
べ
て
著
し
く
後
印
で
あ
る
こ
と
と
、『
新
曲
十
種
』
と
い
う
名
と

乾
隆
五
十
七
年
と
い
う
刊
年
は
い
ず
れ
も
封
面
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
元
々
は
別
の
名
で
朙
淸
の
閒
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い

る
。
更
に
『
療
妬
羹
』
も
、
封
面
に
『
粲
芲
齋
新
樂
府
四
種
』
と
す
る
叢
書
に
收

め
る
本
が
「
傳
奇
四
十
種
」
本
と
同
版
な
が
ら
そ
れ
よ
り
後
印
で
、「
傳
奇
四
十
種
」

本
に
は
備
わ
っ
て
い
る
圖
も
無
い
こ
と
を
指
摘
し
、
以
歬
「
劣
る
」
と
し
た
の
は

版
刻
を
問
題
に
し
た
つ
も
り
で
は
な
く
初
印
本
で
は
な
い
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
も
朙
淸
の
騷
亂
朞
に
作
ら
れ
た
版
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、『
一

笠

批
評
玉

記
』
に
つ
い
て
、
一
笠
菴
こ
と
李
玉
は
朙
末
淸
初
の
人
で
、
彼
が

戲
曲
家
と
し
て
名
を
擧
げ
た
の
は
淸
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
ろ
う
と
斷
っ
た
上
で
、

「
た
だ
此
本
徐
文
長
の
名
を
削
り
て
一
笠
菴
と
な
せ
し
痕
跡
あ
れ
ば
、
此
本
の
初

刻
は
な
ほ
朙
末
か
、
少
く
と
も
印
行
は
淸
初
な
り
」（
四
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
傳
奇
四
十
種
」は
、朙
末
淸
初
汲
古
閣
刊
本『
六
十
種
曲
』

と
同
版
の
早
印
本
の
端
本
三
十
三
種
と
、
朙
末
淸
初
刊
乾
隆
五
十
七
年
印
本
『
新

曲
十
種
』
と
同
版
の
早
印
本
の
端
本
三
種
と
、
朙
末
淸
初
刊
本
『
粲
芲
齋
新
樂
府

四
種
』
と
同
版
の
早
印
本
の
端
本
一
種
と
、
單
行
本
か
叢
書
の
端
本
か
は
不
朙
な

も
の
三
種
（
萬
曆
刊
本
『
橘
浦
記
』、
同
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』、
朙
末
刊
淸
初
後

修
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』）
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

右
の
三
種
の
叢
書
は
、
い
ず
れ
も
「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
本
よ
り
も
版
木
の
損

傷
が
大
き
く
進
ん
だ
狀
態
で
刷
ら
れ
た
揃
い
の
傳
本
が
複
數
殘
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
出
來
た（
８
）。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
本
の
印
刷
よ
り
も

後
の
時
點
で
も
、
ど
の
叢
書
も
各
自
の
收
錄
作
品
の
版
木
が
一
通
り
揃
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
、「
傳
奇
四
十
種
」
は
、
揃
い
で
は
印
行
出
來
な

く
な
っ
た
複
數
の
叢
書
か
ら
版
木
が
使
え
る
作
品
を
寄
せ
集
め
て
一
つ
の
叢
書
と



日
本
中
國
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第
六
十
九
集

一
三
〇

記
』
と
同
じ
版
木
で
刷
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、『
一
笠

批
評
玉

記
』

と
は
違
っ
て
、
書
名
は
卷
上
・
下
と
も
目
錄
首
題
・
卷
首
題
・
卷
尾
題
の
全
て
が

「
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
（

）
記
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
兩
者
の
卷
下
目
錄
の
半
葉
は
圖
18
・
19
の
通
り
で
、
第
一
行
の
「
生
」

字
を
貫
い
て
い
る
版
木
の
橫
割
れ
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
兩
者
が
同
版
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
の
橫
割
れ
は
圖
18
で
は
右
匡
郭
に
は
逹
し
て
い
な
い

が
、
圖
19
で
は
右
匡
郭
も
貫
い
て
い
る
の
で
、「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批

評
玉

記
』
の
方
が
刷
り
が
遲
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
目
錄

首
題
は
「
李
卓
吾
」
と
す
る
方
が
よ
り
古
い
形
で
、
そ
れ
が
後
に
「
徐
文
長
」
に

埋
木
改
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
唯
一
同
版
で
は
な
く
覆
刻
に
な
っ
て
い
る

「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
「
玉

記
序
」
で
も
、
靑
藜
舘

刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
で
は
末
尾
に
あ
っ
た
李
卓
吾
の
署
名
が
な
く

な
っ
て
い
る
。

卷
上
首
の
半
葉
も
書
影
を
見
て
お
こ
う
（
圖
20
・
21
）。
一
目
で
分
か
る
よ
う
な

特
徵
こ
そ
な
い
も
の
の
、
仔
細
に
見
れ
ば
や
は
り
兩
者
は
同
版
で
、「
傳
奇
四
十

種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
方
が
刷
り
が
遲
い
。「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一

笠

批
評
玉

記
』
で
は
、
第
一
行
は
「
李
卓
吾
」
の
部
分
だ
け
で
は
な
く
行
全

體
が
改
刻
さ
れ
て
お
り
、第
二
行
で
は
「
新
都
靑
藜
舘
」
だ
っ
た
刊
行
者
名
が
「
吳

門
寧
致
堂
」
に
改
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
き
な
違
い
と
し
て
、
靑
藜
舘
刊

本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
が
本
文
の
上
に
眉
批
の
欄
を
設
け
る
（
こ
の
半

葉
に
は
た
ま
た
ま
眉
批
が
無
い
が
、
多
く
の
葉
に
行
三
字
の
眉
批
が
あ
る
）
上
下
二
層
本

で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
は
上
層

の
枠
ご
と
眉
批
が
削
り
取
ら
れ
て
單
層
本
に
變
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
點
は
本
文
の

全
葉
で
同
樣
で
あ
る
が
、
新
都
靑
藜
舘
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
の
時

點
で
眉
批
以
外
の
批
評
は
第
六
・
十
三
・
二
十
二
齣
の
各
末
尾
に
一
行
ず
つ
の
短

目
錄
首
題
の
み
批
評
者
が
「
徐
文
長
」、
そ
れ
以
外
で
は
「
一
笠

」
と
な
っ
て

い
る
。
磯
部
氏
が
埋
木
と
看
做
し
た
通
り
、
確
か
に
「
徐
文
長
」
の
三
文
字
は
不

自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
澤
氏
が
夙
に
指
摘
し
て
い
た
通
り
、
一
笠
菴
こ
と
李

玉
（
生
沒
年
不
詳
）
が
朙
末
の
崇
禎
か
ら
淸
初
の
康
熙
歬
朞
に
か
け
て
活
躍
し
た

人
で
あ
る
の
に
對
し
、
徐
文
長
こ
と
徐
渭
（
一
五
二
一
～
一
五
九
三
）
は
朙
代
の
嘉

靖
か
ら
萬
曆
に
か
け
て
活
動
し
た
人
物
な
の
で
、
朙
代
最
末
朞
以
降
に
し
か
現
れ

得
な
い
「
一
笠

」
が
後
か
ら
一
箇
所
だ
け
時
代
遲
れ
の
「
徐
文
長
」
に
改
刻
さ

れ
た
と
見
る
よ
り
は
、元
々
は
「
徐
文
長
」
だ
っ
た
の
を
淸
初
に
當
時
流
行
の
「
一

笠

」
に
改
め
、
そ
の
際
に
一
箇
所
だ
け
變
え
そ
び
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で

は
あ
る
。
そ
れ
に
、
卷
上
目
錄
首
題
や
卷
下
首
題
で
右
隣
の
匡
郭
が
大
き
く
切
れ

て
い
る
點
か
ら
し
て
、「
一
笠

」
の
箇
所
も
埋
木
に
よ
っ
て
こ
の
形
に
な
っ
た

と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
そ
う
だ
。
こ
れ
は
結
局
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
版
で
よ
り
刷
り
の
早
い
本
を
發
見
し
て
槪
ね
解
決

す
る
こ
と
が
出
來
た
。

ち
、
上
海
圖
書
館
が
叢
書
の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
單

行
本
と
し
て
所
藏
す
る
、
新
都
靑
藜
館
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
二
卷

で
あ
る
。
こ
の
本
は
歬
か
ら
順
に
、
末
尾
に
「
溫
陵
卓
吾
李
贄
撰
」
の
署
名
が
あ

る
行
書
寫
刻
の
「
玉

記
序
」
二
葉
、「
李
卓
吾
先
生
批
評
玉

記
卷
上
目
錄
」

半
葉
、
そ
の
裏
面
か
ら
卷
上
の
各
場
面
を
描
い
た
雙
面
連
式
圖
が
十
幅
（
丁
付
は

目
錄
と
通
し
で
、
最
後
の
第
十
一
葉
裏
は
空
白
）、
卷
上
本
文
三
十
六
葉
、「
李
卓
吾
先

生
批
評
玉

記
卷
下
目
錄
」
半
葉
、
そ
の
裏
面
か
ら
卷
下
の
各
場
面
を
描
い
た
雙

面
連
式
圖
が
十
幅
（
丁
付
は
や
は
り
目
錄
と
通
し
。
第
十
一
葉
の
み
卷
上
の
も
の
が
再
び

配
さ
れ
て
い
て
、
本
物
の
卷
下
圖
第
十
一
葉
は
闕
葉
）、
卷
下
本
文
四
十
二
葉
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
玉

記
序
」
の
二
葉
だ
け
が
「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
そ
れ
と
は
異
版
で
、
そ
の
他
の
葉
は
全
て
『
一
笠

批
評
玉
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圖 19『一笠 批評玉 記』
卷下目錄　　

圖 18『李卓吾先生批評玉簪記』
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圖 21『一笠 批評玉 記』
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卷上第一葉表　　



日
本
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國
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報　

第
六
十
九
集

一
三
二

「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
書
名
は
、
本
文
全
葉
の
版
心
題

か
ら
「
李
卓
吾
批
評
」
の
五
文
字
を
削
っ
た
上
で
、
版
木
が
作
ら
れ
た
當
初
は
全

て
「
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
（

）
記
」
で
あ
っ
た
目
錄
首
題
・
卷
首
題
・
卷
尾

題
を
、後
か
ら
埋
木
改
刻
に
よ
っ
て
現
在
の
形
に
變
え
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
改
刻
の
際
に
「
一
笠

」
と
す
る
か
「
徐
文
長
」
と
す
る
か
で
方
針
が

一
定
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。「
李
卓
吾
先

生
批
評
」
を
銘
打
つ
章
回
小
說
刊
本
か
ら
李
卓
吾
の
名
が
削
ら
れ
た
の
は
天
諬
五

年
（
一
六
二
五
）
に
出
さ
れ
た
李
卓
吾
の
著
作
へ
の
二
度
目
の
禁
令
に
對
應
す
る

た
め
で
あ
っ
た
と
歬
論
で
考
證
し
た
が
、
そ
の
點
は
戲
曲
刊
本
で
も
同
樣
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
頃
に
は
徐
渭
は
と
う
に
沒
し
て
い
た
が
、
萬
曆
四
十
七

年
（
一
六
一
九
）
の
序
を
持
つ
『
新
刋
徐
文
長
先
生
評
唐
傳
演
義
』
八
卷
（
內
閣
文

庫
藏
）
と
い
う
章
回
小
說
刊
本
が
殘
っ
て
い
る
か
ら
、
當
時
ま
だ
批
評
を
假
託
さ

れ
る
の
に
十
分
な
名
聲
を
保
っ
て
い
た
と
見
て
良
い
。
一
方
、
李
玉
は
、
天
諬
年

閒
に
は
ま
だ
本
人
の
作
品
の
刊
行
す
ら
確
認
出
來
な
い
。

し
て
み
れ
ば
、
靑
藜
舘
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
の
版
木
に
對
し
て

天
諬
五
年
の
禁
令
へ
の
對
策
と
し
て
施
さ
れ
た
處
置
は
、
版
心
か
ら
「
李
卓
吾
批

評
」
の
五
文
字
を
削
っ
た
上
で
、
目
錄
首
題
・
卷
首
題
・
卷
尾
題
の
計
六
箇
所
全

て
で
「
李
卓
吾
」
の
三
文
字
を
「
徐
文
長
」
に
改
刻
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
淸
代
に
入
っ
て
李
玉
が
戲
曲
家
と
し
て
人
氣
を

博
し
た
時
朞
に
、「
徐
文
長
先
生
」
を
「
一
笠

」
に
變
え
る
處
置
が
改
め
て
行

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
で
唯
一
評

者
の
名
が
「
徐
文
長
先
生
」
に
な
っ
て
い
る
卷
下
目
錄
首
題
は
元
々
あ
っ
た
「
李

卓
吾
」の
三
文
字
の
み
を
削
っ
て「
徐
文
長
」に
變
え
た
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
て
、

そ
れ
が
「
一
笠

」
に
な
っ
て
い
る
五
箇
所
は
い
ず
れ
も
行
全
體
を
埋
木
改
刻
し

て
い
る
、
と
い
う
手
法
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
、
右
の
推
測
の
傍
證
と
な
ろ
う
。

評
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
後
も
批
評
の
追
加
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
傳
奇

四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
に
は
批
評
が
ご
く
僅
か
し
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
文
の
葉
の
魚
尾
よ
り
上
の
版
心
題
は
、
靑
藜
舘
刊
本
『
李
卓
吾
先
生

批
評
玉
簪
記
』
で
は
「
李
卓
吾
批
評
玉

記
」
だ
が
、「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一

笠

批
評
玉

記
』
で
は
例
外
な
く
「（
低
五
格
）
玉

記
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
「
李
卓
吾
批
評
」
の
五
文
字
が
本
文
の
全
て
の
葉
の
版
心
か
ら
削
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
現
象
が
、
容
與
堂
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義

水
滸
傳
』
百
卷
の
遞
修
本
と
、『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』
の
廣
島
丙
本
と
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
歬
論
で
指
摘
し
た
。
具
體
的
に
は
、
容
與
堂
刊
本
『
水
滸
傳
』

で
は
、
早
印
の
中
國
國
家
圖
書
館
請
求
記
號
善
本
一
七
三
五
八
と
、
そ
こ
か
ら
本

文
の
一
部
が
改
め
ら
れ
た
後
修
の
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
藏
本
と
で
は
い
ず
れ

も
「
李
卓
吾
批
評
水
滸
傳
」
だ
っ
た
版
心
題
が
、遞
修
の
上
海
圖
書
館
藏
殘
本
（
存

五
卷
）
で
は
削
ら
れ
て
「（
低
五
格
）
水
滸
傳
」
に
變
わ
っ
て
い
る（

（（
（

。
百
回
本
『
西

遊
記
』
の
廣
島
丙
本
は
比
較
對
象
と
な
る
早
印
本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
版

心
題
が
大
多
數
の
葉
で
「（
低
五
格
）
西
遊
記
」
で
あ
る
中
で
、
三
葉
だ
け
「
李
卓

吾
批
評
西
遊
記
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
來
は
全
て
後
者
の
形
で
あ
っ
た

と
推
定
し
た
。

容
與
堂
刊
本
『
水
滸
傳
』
の
遞
修
本
は
、
現
存
部
分
は
い
ず
れ
も
卷
首
題
の
行

全
體
を
埋
木
改
刻
し
て
行
頭
か
ら
空
白
無
く
「
水
滸
傳
卷
之
幾
」
と
し
て
お
り
、

卷
尾
題
は
行
全
體
を
削
除
す
る
か
、
或
い
は
「
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
」
の
九
文

字
だ
け
を
削
り
取
っ
て
い
る
。
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
廣
島
丙
本
は
、
回
首
題
が

丸
ご
と
削
ら
れ
て
そ
の
行
が
空
白
と
な
る
か
、「
李
卓
吾
先
生
批
評
」
を
削
っ
て

「（
低
七
格
）
西
遊
記
」
と
な
る
か
、「
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
」
の
ま
ま
全
く
削

ら
れ
て
い
な
い
か
、の
三
通
り
と
な
っ
て
い
る
（
歬
論
參
照
）。
こ
れ
ら
と
同
樣
に
、
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後
半
頃
に
「
一
笠

」
へ
の
改
刻
を
行
っ
た
書
坊
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。

尤
も
、
寧
致
堂
は
既
に
「
一
笠

」
へ
の
改
刻
が
施
さ
れ
て
い
た
版
木
を
入
手
し

て
刊
行
者
の
箇
所
だ
け
を
自
分
の
名
に
變
え
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
可
能
性
も

理
屈
の
上
で
は
考
え
ら
れ
る
の
で
、
斷
言
は
出
來
な
い
。

ま
た
、
上
海
圖
書
館
藏
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
は
卷
上
圖
第
三
葉
表
・

同
第
七
葉
裏
・
同
第
八
葉
裏
に
「
鳳
梧

」、
同
第
四
葉
裏
に
「
鳳
梧
刋
」
と
刻

工
署
名
が
見
え
、
同
第
六
葉
表
に
は
刻
工
署
名
か
畫
工
署
名
を
入
れ
る
つ
も
り
だ

っ
た
と
思
し
き
三
文
字
分
の
墨
格
が
あ
る
。「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評

玉

記
』
の
方
は
、卷
上
第
八
葉
裏
の
一
つ
を
除
い
て
こ
れ
ら
を
削
っ
て
い
る
が
、

卷
下
圖
第
十
一
葉
（
上
海
圖
書
館
藏
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
で
は
闕
葉
）
裏
に

「
歙
邑
鮑
鳳
梧
一
手
出
像
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉

簪
記
』
の
初
刻
時
か
ら
あ
っ
た
署
名
で
、
全
て
の
圖
の
畫
工
と
刻
工
を
徽
州
歙
縣

の
鮑
鳳
梧
が
擔
當
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
物
は
、
他
に
虎
林
容
與
堂
刊

本
の
覆
刻
本
と
思
し
き
『
李
卓
吾
先
生
批
評
紅
拂
記
』
二
卷
（
上
海
圖
書
館
請
求
記

號
善
Ｔ
三
四
〇
三
〇
五
（
（（
（

）
の
卷
上
圖
第
二
葉
表
に
も
「
鮑
鳳
梧

」
と
署
名
し
て
い

る
。
圖
の
形
式
・
配
置
・
數
は
そ
れ
を
含
め
た
容
與
堂
刊
ま
た
は
覆
容
與
堂
刊
の

「
李
卓
吾
先
生
批
評
○
╳
記
」
と
題
す
る
戲
曲
刊
本
各
種（
（（
（

と
同
じ
で
、
人
物
を
少

な
め
に
抑
え
て
風
景
を
主
と
す
る
構
圖
を
採
る
點
も
そ
れ
ら
と
共
通
す
る
。
因
み

に
、
容
與
堂
の
名
が
見
え
「
李
卓
吾
先
生
批
評
○
×
記
」
と
題
す
る
戲
曲
刊
本
各

種
は
、
全
て
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
と
同
じ
下
層
が
半
葉
十
行
二
十
二
字

の
上
下
二
層
本
で
、
字
樣
も
似
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
が
半
葉
十
行
二
十
二

字
と
い
う
點
は
四
大
奇
書
の
李
卓
吾
評
本
の
大
部
分
と
も
共
通
す
る
が
（
詳
細
は

歬
論
參
照
）、
そ
ち
ら
の
圖
は
全
て
半
葉
全
面
式
で
、
人
物
を
多
め
に
描
く
構
圖
を

採
る
も
の
が
多
い
。

　

ま
た
、
容
與
堂
刊
本
『
水
滸
傳
』
の
遞
修
本
も
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
廣
島
丙

本
も
、
眉
批
は
大
部
分
が
元
通
り
殘
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
眉
批
の
部
分
も
匡
郭

で
圍
っ
て
上
下
二
層
に
す
る
の
で
は
な
く
、
匡
郭
の
上
の
餘
白
に
㊜
宜
眉
批
を
刻

す
形
式
で
あ
っ
た
か
ら
、眉
批
を
削
ろ
う
と
思
え
ば
比
較
的
容
易
だ
っ
た
は
ず
だ
。

し
て
み
れ
ば
、
天
諬
五
年
の
禁
令
へ
の
對
策
と
し
て
は
、
眉
批
そ
の
も
の
を
削
る

必
要
ま
で
は
な
く
、
隨
所
に
記
さ
れ
る
書
名
か
ら
李
卓
吾
の
名
を
排
除
し
さ
え
す

れ
ば
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
、「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
場
合
も
、「
李
卓
吾
」
を
「
徐
文
長
」
に
改
刻
し
た
時
點
で
は

上
層
の
眉
欄
は
そ
の
ま
ま
殘
さ
れ
て
お
り
、
上
層
が
丸
ご
と
全
て
削
り
去
ら
れ
た

の
は
そ
れ
以
降
、
お
そ
ら
く
は
「
一
笠

」
へ
の
再
度
の
書
名
改
刻
が
行
わ
れ
た

際
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
の
具
體
的
な
時
朞
は
不
朙
な
が
ら
、

一
七
〇
八
年
の
時
點
で
毛
利
元
次
が
「
傳
奇
四
十
種
」
を
所
藏
し
て
い
た
以
上
、

槪
ね
十
七
世
紀
後
半
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
淸
代
に
も
李
卓
吾
の
著
作
へ
の
禁

令
が
幾
度
か
出
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
十
七
世
紀
後
半

に
李
卓
吾
の
名
を
徐
文
長
な
ど
他
の
人
物
の
名
に
變
え
た
版
本
ま
で
も
が
そ
れ
と

認
識
さ
れ
て
嚴
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
た
時
朞
が
あ
り
、
對
策
と
し
て
眉
批
そ
の
も

の
を
削
り
去
っ
た
上
で
、
書
名
も
「
徐
文
長
」
と
は
違
っ
て
「
李
卓
吾
」
か
ら
改

め
た
事
例
と
し
て
目
を
付
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
「
一
笠

」
に
再
度
改
刻
さ

れ
た
、
と
い
う
よ
う
な
經
緯
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
上
海
圖
書
館
藏
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
に
刊
行
者
と
し
て
見
え

る
新
都
靑
藜
舘
も
、
同
じ
く
「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
吳

門
寧
致
堂
も
、
現
時
點
で
は
こ
れ
以
外
の
刻
書
活
動
を
把
握
出
來
て
い
な
い
。
だ

が
、
右
の
推
測
通
り
書
名
の
「
李
卓
吾
」
が
ま
ず
「
徐
文
長
」
に
改
め
ら
れ
、
更

に
「
一
笠

」
へ
と
變
え
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
刊
行
者
名
も
そ
の
都

度
そ
の
時
の
版
木
の
所
㊒
者
に
變
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
寧
致
堂
は
十
七
世
紀
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っ
て
い
る
。

こ
こ
で
㊟
目
す
べ
き
は
版
心
題
で
あ
る
。
歬
章
で
見
た
通
り
、容
與
堂
刊
本『
水

滸
傳
』
の
遞
修
本
、
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
李
卓
吾
評
廣
島
丙
本
、
及
び
「
傳
奇

四
十
種
」
本
『
一
笠

批
評
玉

記
』
の
三
者
で
は
、
初
刻
時
に
は
「
李
卓
吾
批

評
○
╳
△
」
だ
っ
た
版
心
題
か
ら
、「
李
卓
吾
批
評
」
の
五
文
字
が
削
り
取
ら
れ

て
い
た
。
し
て
み
れ
ば
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
版
心
題
も
、「
批
評
」

の
二
文
字
こ
そ
殘
っ
て
い
る
が
、
そ
の
上
の
低
三
格
の
部
分
に
は
初
刻
時
に
は
批

評
者
の
名
が
あ
り
、
そ
れ
が
削
り
去
ら
れ
て
こ
の
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

右
の
推
測
は
、
圖
22
・
23
の
よ
う
に
、
版
心
題
の
「
批
」
の
字
の
す
ぐ
上
に
何

ら
か
の
文
字
の
一
部
分
ら
し
き
線
が
削
り
漏
ら
さ
れ
て
い
る
葉
が
閒
々
あ
る
こ
と

で
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
最
も
鮮
朙
に
殘
る
箇
所
が
圖
22
だ
が
、「
批
」
の
す

ぐ
上
に
文
字
の
下
半
分
と
思
し
き
筆
畫
が
殘
っ
て
い
る
。
そ
の
下
半
分
は
「
口
」

で
あ
る
よ
う
に
見
え
、
か
つ
「
口
」
の
左
上
に
直
線
の
橫
畫
が
あ
っ
た
痕
跡
も
見

え
る
。
圖
23
は
圖
22
ほ
ど
は
っ
き
り
形
が
殘
っ
て
は
い
な
い
が
、
や
は
り
「
口
」

の
最
下
部
と
看
做
し
て
も
良
さ
そ
う
な
筆
畫
が
確
認
出
來
る
。
圖
23
と
同
程
度
に

同
じ
よ
う
な
形
の
痕
跡
が
殘
っ
て
い
る
葉
は
他
に
も
複
數
あ
る
。

更
に
、
圖
10
を
再
度
良
く
見
て
頂
き
た
い
。「
評
」
の
字
の
す
ぐ
上
に
、
や
は

り
「
口
」
の
最
下
部
の
よ
う
な
形
の
筆
畫
が
う
っ
す
ら
と
確
認
出
來
る
だ
ろ
う
。

と
な
れ
ば
、
版
心
題
か
ら
削
ら
れ
た
三
文
字
と
、
卷
首
題
や
卷
尾
題
な
ど
か
ら
削

ら
れ
て
大
半
が
「
楊
東
來
」
に
改
刻
さ
れ
た
三
文
字
は
、
や
は
り
同
じ
人
名
で
あ

り
、
そ
の
三
文
字
目
は
下
半
分
が
「
口
」
で
あ
る
字
だ
っ
た
と
認
め
て
良
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
李
卓
吾
」
は
そ
の
條
件
に
當
て
嵌
ま
る
。

ま
た
、
三
文
字
目
で
は
な
く
一
文
字
目
の
痕
跡
が
殘
っ
て
い
る
箇
所
が
一
つ
だ

け
あ
る
（
圖
24
）。
こ
れ
だ
け
で
は
斷
言
は
出
來
な
い
も
の
の
、「
李
」
の
右
上
部

三
、『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
原
書
名

　

續
い
て
、「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
書
名
改
刻
に

つ
い
て
檢
討
し
よ
う
。
こ
の
雜
劇
作
品
自
體
が
「
傳
奇
四
十
種
」
本
で
し
か
傳
わ

っ
て
い
な
い
以
上
、
よ
り
刷
り
の
早
い
同
版
本
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
版
本
そ
の
も
の
を
丹
念
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ

な
り
の
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
は
出
來
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
版
本
の
各
卷
首
題
は
、
卷
四
首
題
を
除
い
て
「
楊
東
來
先
生
批
評

西
游
記
卷
之
幾
」
に
統
一
さ
れ
て
お
り
（
圖
４
～
８
）、
そ
の
う
ち
「
楊
東
來
」
の

三
文
字
は
い
ず
れ
も
埋
木
改
刻
を
經
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
の
卷
四
首
題
は「（
低

三
格
）
先
生
批
評
西
游
記
卷
之
四
」（
圖
11
）
な
の
で
、
右
の
箇
所
全
て
で
元
々
あ

っ
た
三
文
字
の
批
評
者
名
を
削
除
し
て
「
楊
東
來
」
に
改
め
る
方
針
だ
っ
た
が
、

卷
四
首
題
の
み
埋
木
を
施
し
忘
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
各
卷
尾
題
は
、
い
ず
れ
も
行
頭
か
ら
、
卷
一
は
「
西
游
記
一
卷
終
」、

卷
二
は
「（
低
三
格
）
評
西
游
記
二
卷
終
」（
圖
10
）、
卷
三
・
四
・
五
は
「
西
游
記

幾
卷
終
」
と
な
っ
て
い
る
。
卷
六
に
は
卷
尾
題
は
無
い
が
、最
終
行
の
下
方
に
「
楊

東
來
先
生
批
評
西
游
記
大
尾
」
と
い
う
單
行
蓮
牌
木
記
が
あ
る
（
圖
９
）。
こ
こ

の
「
楊
東
來
」
も
埋
木
の
よ
う
だ
。

　

序
目
の
首
題
は
、
行
書
寫
刻
の
小
引
こ
そ
行
頭
か
ら
「
西
游
記
小
引
」
だ
け
だ

が
、
本
文
と
版
式
を
同
じ
く
す
る
摠
論
と
目
錄
の
首
題
は
い
ず
れ
も
「
楊
東
來
先

生
批
評
西
游
記
某
某
」
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
や
は
り
「
楊
東
來
」
の
三
文
字
が
埋

木
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
摠
論
・
目
錄
・
本
文
は
い
ず
れ
も
下
層
が
半
葉
十
行
二
十
二
字
の
上

下
二
層
で
、
上
層
に
は
行
三
字
の
眉
批
が
㊜
宜
記
さ
れ
、
魚
尾
よ
り
上
の
版
心
題

は
、
こ
れ
ら
の
全
て
の
葉
で
下
層
の
行
頭
か
ら
「（
低
三
格
）
批
評
西
游
記
」
と
な



も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

一
三
五

分
で
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
形
だ
ろ
う
。

　

朙
末
淸
初
の
戲
曲
刊
本
の
書
名
に
批
評
者
と
し
て
冠
せ
ら
れ
て
い
る
人
物
の
呼

稱
に
は
、「
李
卓
吾
」
や
「
墨
憨
齋
」（
馮
夢
龍
）
や
「
徐
文
長
」
や
「
一
笠

」

の
他
に
も
、「
陳
眉
公
」（
陳
繼
儒
（
（（
（

）、「
魏
仲
☃
」（
魏
浣
初
（
（（
（

）、「
玉
茗
堂
」（
湯
顯
祖
（
（（
（

）、

「
湯
海
若
」（
湯
顯
祖
（
（（
（

）、「
袁
中
郎
」（
袁
宏
衟
（
（（
（

）、「
李
九
我
」（
李
廷
機
（
（（
（

）、「
袁
了
凢
」（
袁

黃
（
（（
（

）、「
張
深
之（
（（
（

」、「
徐
筆
峒
」（
徐
奮
鵬
（
（（
（

）、「
鄭
衟
圭
」（
鄭
之
玄
（
（（
（

）
な
ど
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
三
文
字
目
の
下
半
分
が
「
口
」
な
の
は
「
李
卓
吾
」
と
「
湯
海
若
」
だ

け
で
あ
る
。
更
に
、「
口
」
の
左
上
に
直
線
が
見
え
る
圖
22
の
痕
跡
に
該
當
す
る

文
字
と
し
て
は
「
若
」
よ
り
も
「
吾
」
の
方
が
似
つ
か
わ
し
い
し
、
圖
24
に
殘
る

一
文
字
目
の
痕
跡
は
「
李
」
で
は
あ
り
得
て
も
「
湯
」
で
は
あ
り
得
な
い
形
だ
。

し
て
み
れ
ば
、『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
版
心
題
や
卷
首
題
な
ど
か
ら
削

ら
れ
た
批
評
者
の
名
は
、
や
は
り
磯
部
氏
の
想
像
さ
れ
た
通
り
の
「
李
卓
吾
」
だ

っ
た
と
看
做
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

因
み
に
、
冐
頭
で
觸
れ
た
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
李
卓
吾
評
丁
本
の
版
心
題
が

や
は
り
「（
低
三
格
）
批
評
西
遊
記
」
な
の
だ
が
、
そ
れ
も
元
は
『
李
卓
吾
先
生
批

評
西

記
』
だ
っ
た
卷
首
題
の
上
五
文
字
を
改
刻
し
て
『
○
新
刻
全
像
批
評
西

記
』
と
し
た
上
で
、
本
文
全
葉
の
版
心
か
ら
「
李
卓
吾
」
の
三
文
字
を
削
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
（
㊟
１
博
論
參
照
。
な
お
、
匡
郭
の
上
の
眉
批
は
削
ら
れ
て
い
な
い
）。

そ
も
そ
も
、
わ
ざ
わ
ざ
本
文
全
葉
の
版
心
か
ら
名
歬
を
削
る
と
い
う
非
常
に
手
閒

の
掛
か
る
處
置
を
施
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
批
評
者
の
名
は
、
管
見
の
限
り
で
は
李

卓
吾
し
か
な
い
。
そ
の
反
面
、
李
卓
吾
の
名
が
版
心
か
ら
削
ら
れ
た
事
例
は
歬
述

の
通
り
複
數
存
在
す
る
。
ま
た
、
㊟
13
～
15
を
見
る
に
、
書
名
に
冠
せ
ら
れ
る
批

評
者
の
名
が
同
じ
で
あ
れ
ば
版
本
の
行
款
や
版
式
も
共
通
す
る
場
合
が
多
い
と
い

う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
下
層
半
葉
十
行
二

十
二
字
の
上
下
二
層
本
と
い
う
行
款
・
版
式
は
、
容
與
堂
刊
本
ま
た
は
そ
の
覆
刻

圖
23　
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
三
第
六
葉
版
心
題

圖
22　
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
摠
論
第
三
葉
版
心
題

圖
24　
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
卷
四
第
八
葉
版
心
題
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四
、
殘
る
問
題
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
楊
東
來
先
生
と
は
何
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歬
章
で
見

た
戲
曲
刊
本
の
批
評
者
と
し
て
擧
が
っ
て
い
る
人
物
は
、
山
人
・
官
僚
・
戲
曲
家

な
ど
立
場
は
樣
々
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
先
生
と
稱
さ
れ
る
に
相
應
し
い
當
時
の
㊒

名
人
で
あ
る
。
書
名
に
揭
げ
る
宣
傳
文
句
な
の
だ
か
ら
そ
れ
が
當
然
な
の
だ
が
、

楊
東
來
先
生
な
る
人
物
は
違
う
。
全
く
㊒
名
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
發
見
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
、
他
に
何
一
つ
情
報
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
。
本
論
の
元
と
な

っ
た
口
頭
發
表（

（（
（

を
行
っ
た
際
に
、
こ
れ
に
關
し
て
金
文
京
氏
と
大
塚
秀
高
氏
か
ら

貴
重
な
ご
敎
示
を
頂
い
た
。
ま
ず
金
氏
が
「
楊
東
來
」
は
「
李
卓
吾
」
の
名
を
削

っ
た
際
に
で
っ
ち
あ
げ
た
架
空
の
人
名
で
、「
東
來
」
は
「
西
遊
」
を
ひ
っ
く
り

﨤
し
た
言
葉
遊
び
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
示
さ
れ
、
續
い
て
大
塚
氏
が
、
そ
れ

な
ら
ば
「
楊
」
は
觀
音
菩
薩
の
象
徵
的
持
物
た
る
楊
柳
に
繫
が
り
、「
楊
東
來
」

で
「
觀
音
が
東
に
や
っ
て
來
る
」
と
い
う
、「
唐
三
藏
西
遊
」
と
對
を
な
す
意
味

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
作
中
で
觀
音

菩
薩
が
西
の
天
竺
か
ら
東
の
唐
土
に
來
て
い
る
の
で
、
言
葉
遊
び
だ
と
す
れ
ば
綺

麗
に
成
立
し
て
い
る
。
楊
東
來
先
生
な
る
人
物
の
實
在
が
確
認
出
來
る
㊮
料
が
今

後
新
た
に
發
見
さ
れ
な
い
限
り
は
、
こ
う
し
た
可
能
性
を
想
定
し
た
方
が
良
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
小
引
の
末
に
署
名
す
る
「
彌
伽
弟
子
」
な
る
人
物
も
、
誰
の
こ
と
だ
か

未
詳
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
ち
ら
は
宣
傳
文
句
で
は
な
い
の
で
無
名
の
人
物
で

も
お
か
し
く
は
な
い
し
、
著
名
人
が
そ
の
場
限
り
で
用
い
た
號
だ
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
摠
論
の
末
に
署
名
す
る
「
蘊
空
居
士
」
は
、『
封
神
演
義
』
の
作
者
說

も
あ
る
陸
西
星
の
號
だ
と
太
田
㊟
４
書
一
二
一
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
太
田
氏

本
各
種
や
靑
藜
舘
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』、
更
に
は
臺
灣
國
家
圖
書

館
藏
「
三
刻
五
種
傳
奇
」
所
收
本
各
種
な
ど
の
、
卷
首
題
を
「
李
卓
吾
先
生
批
評

○
╳
記
」
と
す
る
多
數
の
戲
曲
刊
本
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
し
か
も
、
歬

述
の
通
り
、
半
葉
十
行
二
十
二
字
と
い
う
の
は
、
章
回
小
說
刊
本
に
お
い
て
も
四

大
奇
書
の
李
卓
吾
評
本
の
殆
ど
に
共
通
す
る
特
徵
で
あ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
閒
接
證
據
が
あ
る
か
ら
に
は
、
削
ら
れ
た
三
文
字
が
㊟
13
～

22
で
擧
げ
た
中
に
は
無
い
批
評
者
の
呼
稱
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
理
屈
の
上

で
は
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
は
い
え
、『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游

記
』
の
初
刻
時
の
書
名
は
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極

め
て
高
く
、
積
極
的
に
そ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

餘
談
な
が
ら
、
㊟
18
で
觸
れ
た
陳
含
初
・
詹
林
我
刊
本
『
刻
李
九
我
先
生
批
評

破
窰
記
』
二
卷
も
、
卷
上
で
も
卷
下
で
も
卷
首
題
の
批
評
者
名
が
い
か
に
も
不
自

然
で
、
埋
木
改
刻
と
思
わ
れ
る
。
李
九
我
こ
と
李
廷
機
は
萬
曆
三
十
年
代
に
宰
相

を
務
め
た
人
物
で
、
擧
業
書
や
通
俗
史
書
の
編
者
や
評
者
と
し
て
は
頻
出
す
る
も

の
の
、
小
說
・
戲
曲
の
評
者
と
し
て
見
え
る
例
は
目
下
の
と
こ
ろ
他
に
確
認
出
來

て
い
な
い
。
確
證
は
無
い
が
、
思
う
に
こ
れ
も
卷
上
で
は
「
刻
李
卓
吾
先
生
批
評

破
窰
記
卷
上
」
の
「
李
卓
吾
」
の
三
文
字
を
「
李
九
我
」
に
、
卷
下
で
は
「
刻
李

卓
吾
批
評
破
窰
記
卷
下
」
の
「
李
卓
吾
」
の
三
文
字
を
「
李
九
我
先
生
」
の
五
文

字
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
刻
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か（
（（
（

。
同
じ
半
葉
十
行
二
十
四
字

で
「
刻
李
卓
吾
先
生
批
評
○
╳
記
」
と
い
う
卷
首
題
の
刊
本
と
し
て
㊟
23
に
擧
げ

た
游
敬
泉
刊
本
『
刻
李
卓
吾
先
生
批
評
紅
拂
記
』
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
推
測
も
あ

な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

一
三
七

は
他
に
も
同
じ
號
を
用
い
た
人
物
は
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
後
考
に
俟
つ
と
す

る
が
、
現
時
點
で
筆
者
は
萬
曆
年
閒
に
こ
の
號
を
用
い
た
人
物
を
他
に
は
確
認
出

來
て
い
な
い
。
陸
西
星
の
生
沒
年
に
は
諸
說
あ
っ
て
、
太
田
氏
は
（
一
五
二
〇
～

一
六
〇
一
？
）
と
し
て
い
た
が
、
近
年
は
萬
曆
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
沒
と
い
う

說
が
㊒
力
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ（
（（
（

。

歬
論
で
は
、
萬
曆
三
十
年
の
李
卓
吾
著
作
へ
の
最
初
の
禁
令
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
李
卓
吾
の
名
を
冠
す
る
版
本
の
う
ち
、
刊
年
が
分
か
る
最
も
早
い
も
の
が
萬
曆

三
十
五
年
の
一
種
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
天
諬
歬
朞
ま
で
ほ
ぼ
每
年
李
卓
吾
の
名

を
冠
す
る
版
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
禁
令
の
影
響
が
薄
れ
た
の
は
萬

曆
三
十
五
年
頃
で
、
李
卓
吾
の
批
評
を
謳
う
小
說
・
戲
曲
が
初
め
て
現
れ
た
の
は

萬
曆
三
十
年
代
後
半
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
萬
曆
三
十
五
年
を

境
と
し
た
根
據
は
そ
の
年
の
刊
本
が
一
種
現
存
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、

禁
令
の
影
響
が
薄
れ
た
の
が
も
う
少
し
早
か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
り
得
な
い
こ
と

で
は
な
く
、
陸
西
星
の
沒
年
と
し
て
㊒
力
視
さ
れ
て
い
る
萬
曆
三
十
四
年
に
は
李

卓
吾
の
批
評
を
銘
打
つ
刊
本
が
企
畫
さ
れ
得
る
狀
況
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
皆

無
で
は
な
い（
（（
（

。
も
し
こ
の
蘊
空
居
士
が
本
當
に
陸
西
星
で
あ
れ
ば
、
摠
論
は
そ
の

最
晚
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
雜
劇
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』
は
陸
西

星
の
死
の
直
歬
な
い
し
は
沒
後
ま
も
な
く
の
萬
曆
三
十
年
代
中
頃
に
刊
行
さ
れ
て

お
り
、「
甲
寅
」
に
改
刻
さ
れ
て
い
る
「
西
游
記
小
引
」
末
の
干
支
も
元
は
萬
曆

三
十
年
代
半
ば
の
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
そ
の
場
合
、
こ

れ
は
李
卓
吾
批
評
を
謳
う
小
說
・
戲
曲
刊
本
と
し
て
最
初
朞
の
も
の
だ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
だ
が
、
蘊
空
居
士
が
陸
西
星
と
決
ま
っ
た
譯
で
も
な
け
れ
ば
、
陸
西
星

の
沒
年
も
不
確
か
な
の
で
、
更
な
る
檢
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。最

後
に
、「
西
游
記
小
引
」
末
の
署
名
の
年
次
「
萬
曆
甲
寅
歲
」（
四
十
二
年
）

の
う
ち
「
甲
寅
」
が
埋
木
で
あ
る
と
い
う
點
に
つ
い
て
、
磯
部
氏
は
書
名
の
改
刻

と
同
時
の
處
理
だ
と
看
做
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
每
年
立
て
續
け
に
李
卓
吾
の

名
を
冠
し
た
書
物
が
出
版
さ
れ
て
い
た
時
朞
で
あ
る
萬
曆
四
十
二
年
（
歬
論
表
３

參
照
）
に
、
わ
ざ
わ
ざ
李
卓
吾
の
名
を
本
文
の
全
て
の
葉
か
ら
削
り
取
る
と
い
う

大
變
な
手
閒
を
か
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
歬
論
か
ら
度
々
述
べ

て
來
た
通
り
、「
李
卓
吾
」
の
名
を
削
る
處
置
は
天
諬
五
年
の
禁
令
へ
の
對
策
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
天
諬
後
朞
や
崇
禎
初
朞
に
「
萬
曆
○
╳
歲
」
を
「
萬

曆
甲
寅
歲
」
に
變
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

干
支
の
改
刻
は
萬
曆
四
十
二
年
の
時
點
で
書
名
の
改
刻
と
は
無
關
係
に
行
わ
れ
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、現
存
の
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
は
、

ま
ず
萬
曆
四
十
二
年
に
「
西
游
記
小
引
」
の
干
支
が
改
刻
さ
れ
、
次
い
で
天
諬
後

朞
か
崇
禎
初
朞
に
書
名
が
改
刻
さ
れ
た
遞
修
本
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

小　

結

以
上
、
本
論
で
は
、
歬
論
で
扱
っ
た
章
回
小
說
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊

記
』
の
他
に
、異
體
字
の
相
違
を
除
け
ば
そ
れ
と
全
く
同
じ
書
名
で
あ
り
な
が
ら
、

內
容
は
根
本
的
に
異
な
る
雜
劇
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』
も
同
じ
萬
曆

後
半
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
。「
傳
奇
四
十
種
」
本
『
楊

東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
は
そ
の
遞
修
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、今
後
は
『
西

遊
記
』演
變
史
上
に
お
け
る
重
要
㊮
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、「
李
卓
吾
先
生
批
評
」

を
銘
打
つ
小
說
・
戲
曲
刊
本
の
早
朞
の
例
と
し
て
も
㊟
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
く
「
傳
奇
四
十
種
」
に
收
め
る
『
一
笠

批
評
玉

記
』
は
、
新

都
靑
藜
舘
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
玉
簪
記
』
の
書
名
が
二
度
に
渡
っ
て
改
め
ら

れ
、
そ
の
過
程
で
上
層
の
眉
欄
が
全
て
削
ら
れ
た
上
に
、
刊
行
者
名
も
改
刻
さ
れ

た
遞
修
本
で
あ
っ
た
。
對
し
て
、『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
方
は
書
名
の



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
三
八

評
を
謳
う
小
說
・
戲
曲
は
本
人
の
生
歬
に
は
出
回
っ
て
お
ら
ず
、
葉
晝
に
よ
る
僞
作

が
近
年
に
な
っ
て
現
れ
た
旨
を
述
べ
る
。
詳
細
は
歬
論
參
照
。

（
７
）　

上
村
幸
次
編
『
毛
利
元
次
公
所
藏
漢
籍
書
目
』（
德
山
市
立
圖
書
館
、
一
九
六
五

年
）
の
常
用
漢
字
體
で
の
飜
刻
に
よ
る
。
原
抄
本
は
同
書
目
の
刊
行
時
點
で
は
德
山

毛
利
家
藏
。
德
山
毛
利
家
の
藏
書
は
そ
の
後
ご
く
一
部
を
殘
し
て
山
口
大
學
棲
息
堂

文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
こ
の
抄
本
ら
し
き
も
の
は
そ
の
目
錄
に
は
見
え
な
い
。

（
８
）　

長
澤
氏
の
擧
げ
た
傳
本
以
外
に
、『
六
十
種
曲
』
は
上
海
圖
書
館
藏
本
、『
新
曲
十

種
』
は
中
國
國
家
圖
書
館
藏
本
、『
粲
芲
齋
新
樂
府
四
種
』
は
「
金
陵
兩
衡
堂
梓
行
」

と
記
す
封
面
を
持
つ
中
國
國
家
圖
書
館
請
求
記
號
善
本
〇
四
一
三
七
が
、
い
ず
れ
も

「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
本
よ
り
も
後
印
の
一
揃
い
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、

『
粲
芲
齋
新
樂
府
四
種
』
に
は
、
兩
衡
堂
印
本
と
同
じ
く
圖
が
無
い
覆
刻
本
（
中
國

國
家
圖
書
館
請
求
記
號
善
本
Ａ
〇
三
四
八
四
）
も
あ
る
。

（
９
）　

但
し
、
兩
氏
の
推
定
の
よ
う
に
中
國
で
既
に
寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
確
證

は
無
く
、
日
本
に
來
て
か
ら
寄
せ
集
め
ら
れ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。

（
10
）　
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』
に
は
、
こ
こ
に
擧
げ
た
容
與
堂
刊
本
各
種
の

他
、
一
部
の
版
心
題
・
卷
尾
題
の
「
李
卓
吾
」
の
三
文
字
を
「
諸
名
家
」
に
變
え
た

覆
刻
本
も
存
在
す
る
（
中
國
國
家
圖
書
館
請
求
記
號
善
本
〇
五
二
六
三
［
闕
卷
十
一

至
三
十
］、
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
藏
）。
詳
細
は
氏
岡
眞
士
「
容
與
堂
本
『
水

滸
傳
』
３
種
に
つ
い
て
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
一
九
號
、
二
〇
一
六
年
）
參

照
。
な
お
、
氏
岡
氏
は
、
筆
者
が
歬
論
で
擧
げ
た
う
ち
上
海
圖
書
館
藏
殘
本
に
つ
い

て
は
觸
れ
て
い
な
い
。

（
11
）　

卷
首
と
版
心
に
容
與
堂
の
名
が
見
え
る
の
だ
が
、
何
故
こ
れ
が
覆
刻
本
だ
と
思
わ

れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
近
刊
豫
定
の
拙
稿
「
虎
林
容
與
堂
の
小
說
・
戲
曲
刊
本
と

そ
の
覆
刻
本
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
學
・（
假
題
）
中
國
古
典
小
說
硏
究
の
今
昔
』、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
刊
行
豫
定
）
參
照
。

（
12
）　
『
玉
合
記
』『
幽
閨
記
』『
紅
拂
記
』『
北
西
廂
記
』『
琵
琶
記
』
の
五
種
が
知
ら
れ

改
刻
は
一
回
だ
け
の
よ
う
だ
し
、
上
層
の
眉
欄
も
削
ら
れ
ず
に
殘
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
兩
者
は
天
諬
五
年
の
禁
令
へ
の
對
應
で
李
卓
吾
の
名
が
削
ら
れ
た
と

い
う
點
こ
そ
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
際
に
書
名
を
ど
う
改
め
た
か
や
、
そ
の
後

に
眉
欄
の
削
除
が
あ
っ
た
か
否
か
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
兩
者

が
同
じ
書
坊
の
手
で
同
時
に
改
刻
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
別
々
に
刊
行
さ
れ

別
々
に
改
刻
を
受
け
た
版
木
で
刷
ら
れ
た
も
の
同
士
が
、
た
ま
た
ま
揃
っ
て
「
傳

奇
四
十
種
」
と
い
う
寄
せ
本
の
一
種
と
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

㊟
（
１
）　

加
筆
修
正
の
上
で
筆
者
博
士
論
文
「
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
成
立
と
展
開―

書

坊
閒
の
關
係
を
視
野
に―

」（
東
京
大
學
大
學
院
人
文
社
會
系
硏
究
科
、
二
〇
一

六
年
。
近
日
中
に
ウ
ェ
ブ
公
開
豫
定
）
に
第
四
章
「
李
卓
吾
批
評
本
系
の
版
本
に
つ

い
て
」
と
し
て
收
め
た
の
で
、
本
論
で
そ
の
際
の
加
筆
修
正
に
關
わ
る
問
題
に
言
及

す
る
場
合
は
そ
の
旨
を
記
す
。

（
２
）　
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
や
『
續
修
四
庫
全
書
』
が
こ
れ
を
再
錄
す
る
が
、
原
本
全
體

の
影
印
本
は
未
刊
行
。

（
３
）　

孫
楷
第
「
吳
昌
齡
與
雜
劇
西
游
記
」（『
輔
仁
學
誌
』
第
八
卷
第
一
朞
、
一
九
三
九

年
）。
の
ち
同
氏
『
滄
州
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
所
收
。

（
４
）　

太
田
辰
夫
「
戲
曲
西
遊
記
考
」（『
神
戶
外
大
論
叢
』
第
二
二
卷
第
三
號
、
一
九
七

一
年
）。
の
ち
同
氏
『
西
遊
記
の
硏
究
』（
硏
文
出
版
、
一
九
八
四
年
）
所
收
。

（
５
）　

磯
部
彰
「
傳
奇
四
十
種
本
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
の
成
立
時
朞
と
そ
の
刊

行
年
代
」（『
富
山
大
學
人
文
學
部
紀
要
』
第
一
四
號
、
一
九
八
九
年
）。
の
ち
同
氏

『『
西
遊
記
』
形
成
史
の
硏
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
三
年
）
に
「『
楊
東
來
先
生
批
評

西
游
記
』
劇
の
成
立
と
そ
の
刊
行
」
と
改
題
の
上
で
收
め
る
。

（
６
）　
（
上
原
補
）『
戲
瑕
』
は
萬
曆
四
十
一
年
の
自
序
を
持
ち
、
こ
の
條
で
李
卓
吾
の
批



も
う
一
つ
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』

一
三
九

て
い
る
が
、
そ
の
全
て
に
複
數
の
版
が
あ
る
こ
と
が
今
回
の
調
査
の
過
程
で
分
か
っ

た
。
そ
の
狀
況
に
つ
い
て
は
㊟
11
拙
稿
で
述
べ
る
。

（
13
）　
『

鐫
陳
眉
公
先
生
批
評
西
廂
記
』
二
卷
（
臺
灣
國
家
圖
書
館
藏
）
な
ど
、
蕭
騰

鴻
師
儉
堂
刊
・
半
葉
十
行
二
十
六
字
で
卷
首
題
が
「

鐫
陳
眉
公
先
生
批
評
○
×

記
」
の
戲
曲
が
複
數
あ
る
。
な
お
、
北
京
大
學
圖
書
館
藏
『
六
合
同
春
』
は
、
そ
れ

ら
の
卷
首
題
を
「

鐫
○
╳
記
」
に
變
え
る
一
方
で
次
行
に
「
雲
間
眉
公　

陳
繼

儒

評
」
と
加
え
、
版
心
の
「
陳
眉
公
評
」
も
殘
し
た
後
修
本
六
種
か
ら
な
る
叢
書

で
あ
る
。

（
14
）　
「
古
吳
陳
長
卿
梓
」
の
封
面
を
持
つ
『
新
刻
魏
仲
☃
先
生
批
點
琵
琶
記
』
二
卷
（
臺

灣
故
宮
博
物
院
藏
）
な
ど
、
半
葉
十
行
二
十
七
字
で
卷
首
題
が
「
新
刻
魏
仲
☃
先
生

批
點
（
評
）
○
×
記
」
の
戲
曲
が
少
な
く
と
も
三
種
あ
る
が
、
記
さ
れ
る
刊
行
者
名

は
樣
々
で
あ
る
。

（
15
）　
『
玉
茗
堂
批
評
節
俠
記
』
二
卷
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）
な
ど
半
葉
十
行
二
十
一

字
の
も
の
が
少
な
く
と
も
五
種
あ
り
、
他
に
行
款
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
。

（
16
）　

管
見
の
も
の
は
一
種
の
み
で
、
半
葉
九
行
二
十
六
字
の
師
儉
堂
刊
本
『
湯
海
若
先

生
批
評
西
廂
記
』
二
卷
（
上
海
圖
書
館
藏
）。

（
17
）　

管
見
の
も
の
は
一
種
の
み
で
、
半
葉
九
行
二
十
一
字
で
三
元
堂
の
封
面
を
持
つ

『
新
刻
袁
中
郞
先
生
批
評
紅
梅
記
』
二
卷
（
北
京
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
18
）　

管
見
の
も
の
は
一
種
の
み
で
、
半
葉
十
行
二
十
四
字
で
卷
上
首
に
「
書
林

陳
含

初

繍
梓
」、
卷
下
首
に
「
書
林

詹
林
我

繍
梓
」
と
見
え
る
『
刻
李
九
我
先
生

批
評
破
窰
記
』
二
卷
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）。

（
19
）　

い
ず
れ
も
版
心
に
「
環
翠
堂
樂
府
」
と
あ
る
、
半
葉
十
二
行
二
十
九
字
の
『
袁
了

凢
先
生
釋
義
琵
琶
記
』
二
卷
（
京
都
大
學
人
文
科
學
圖
書
館
藏
）
と
、
半
葉
十
二
行

二
十
五
字
だ
と
い
う
『
袁
了
凢
先
生
釋
義
西
廂
記
』
二
卷
（
上
海
圖
書
館
藏
、
未

見
）
が
あ
る
。

（
20
）　

管
見
の
も
の
は
一
種
の
み
で
、
半
葉
九
行
二
十
字
の
崇
禎
十
二
年
序
刊
本
『
張
深

之
先
生
正
北
西
廂
祕
本
』
五
卷
（
南
京
圖
書
館
藏
）。

（
21
）　

把
握
し
て
い
る
の
は
一
種
で
、
筆
峒
山
房
刊
本
で
半
葉
十
行
二
十
七
字
だ
と
い
う

『
新
刻
徐
筆
峒
先
生
批
點
西
廂
記
』
二
卷
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
、
未
見
）。

（
22
）　

管
見
の
も
の
は
一
種
の
み
で
、
半
葉
九
行
二
十
五
字
で
天
諬
五
年
の
序
を
持
つ
存

誠
堂
黃
裔
我
刊
本
『

鐫
鄭
衟
圭
先
生
評
點
紅
杏
記
』
二
卷
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）。

（
23
）　

但
し
、
も
ち
ろ
ん
批
評
者
名
と
行
款
や
版
式
が
互
い
に
一
對
一
で
對
應
す
る
と
い

う
譯
で
は
な
い
。
例
え
ば
李
卓
吾
の
場
合
、
他
に
半
葉
十
行
二
十
四
字
の
書
林
游
敬

泉
刊
本
『
刻
李
卓
吾
先
生
批
評
紅
拂
記
』
二
卷
（
上
海
圖
書
館
藏
）、
半
葉
十
行
二

十
七
字
の
書
林
游
敬
泉
刊
本
『
李
卓
吾
批
評
合
像
北
西
廂
記
』
二
卷
附
二
卷
（
天
理

大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
藏
）、
半
葉
十
行
二
十
六
字
の
潭
陽
太
華
劉
應
襲
刊
本
『
李

卓
吾
先
生
批
評
西
廂
記
』
二
卷
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
バ
ー
ク
レ
ー
校
藏
）、
半

葉
九
行
二
十
字
の
『
李
卓
吾
先
生
批
點
西
廂
記
眞
本
』
二
卷
（
傳
本
多
數
で
複
數
の

版
あ
り
）
な
ど
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。

（
24
）　
『
古
本
戲
曲
叢
刊
初
集
』
に
影
印
さ
れ
て
い
る
の
で
㊜
宜
確
認
さ
れ
た
い
。
な
お
、

「
李
」
は
削
る
必
要
が
な
さ
そ
う
だ
が
、
版
面
の
狀
態
か
ら
は
こ
れ
も
埋
木
と
思
し
い
。

と
り
あ
え
ず
李
卓
吾
の
名
を
削
っ
て
、
後
か
ら
誰
の
名
を
埋
め
る
か
を
考
え
た
の
だ

ろ
う
。

（
25
）　

上
原
究
一
「
德
山
毛
利
家
舊
藏
「
傳
奇
四
十
種
」
所
收
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游

記
』
の
書
名
改
刻
を
め
ぐ
っ
て―

原
題
は
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
游
記
』
か
？

―

」（「
宮
內
廳
書
陵
部
收
藏
漢
籍
畫
像
公
開
記
念
國
際
硏
究
集
會
」、
二
〇
一
六

年
六
⺼
四
日
、
於
慶
應
義
塾
大
學
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

（
26
）　

李
慶
「
陸
西
星
和
他
的
《
老
子
衟
德
經
玄
覽
》―

朙
代
的
《
老
子
》
硏
究
之

六
」（『
言
語
文
化
論
叢
』
第
七
號
、
二
〇
〇
三
年
）
參
照
。
但
し
、
李
氏
は
こ
の
通

說
に
對
し
て
再
考
の
餘
地
を
說
い
て
い
る
。

（
27
）　

こ
の
點
を
視
野
に
入
れ
て
、
㊟
１
博
論
第
四
章
で
は
李
卓
吾
の
評
を
謳
う
小
說
・

戲
曲
の
出
現
時
朞
を
「
萬
曆
三
十
年
代
中
頃
以
降
」
と
微
修
正
し
た
。
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（
Ａ
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：
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受
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る
。




